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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期におけるわが国経済は、政府による経済政策やアジアを中心とした輸出の増加等に

より穏やかな回復の動きが見られましたが、欧州諸国の財政危機に端を発した金融不安の顕在化等

により、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

菓子・食品業界におきましても、少子高齢化による市場の縮小に加え、消費者の生活防衛意識の

強まりなどで厳しい状況で推移いたしました。 

 以上のような経過の中で、当第１四半期連結売上高は、みやげビジネスの強化等による効果があ

ったものの、消費者心理の冷え込みもあり、7,446,817千円 前年同期に対し26,848千円、0.4％の

減収となりました。 

 利益面におきましては、売上高減収に伴う粗利益額の減少に加え、退職給付費用の負担増加など

がありましたが、営業損失は630,932千円となり、前年同期に対し77,484千円の改善、経常損失は6

17,637千円、前年同期に対し88,180千円の増益改善となり、四半期純損失は442,612千円 前年同

期に対し89,235千円の増益改善となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 財政状態の分析 

 当第１四半期末における総資産は、商品及び製品の増加465,353千円等がありましたが、受取手

形及び売掛金の減少1,348,861千円等により、前連結会計年度末に比べ1,491,736千円減少し、

38,024,647千円となりました。 

 負債は、買掛金の減少209,673千円や未払法人税等の減少444,918千円等により、前連結会計度末

に比べ229,933千円減少し、17,120,578千円となりました。 

 純資産は、配当金等の支払等による利益余剰金の減少により、前連結会計年度末に比べ

1,261,803千円減少し、20,904,069千円となりました。 

 

② キャッシュ・フローの分析 

 当第１四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ953,451千円減少し、

当四半期末には2,556,771千円となりました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、610,981千円の支出となりました。これは主に、売上債

権の減少による収入増1,348,862千円があったものの、たな卸資産の増加による支出500,700千円や

法人税等の支払額473,488千円等によるものであります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、220,394千円の収入となりました。これは主に、有価証

券の売却等によるものです。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、562,864千円の支出となりました。これは主に、配当金

の支出額550,551千円によるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予測につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はありま

せん。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

(簡便な会計処理) 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を使用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算出する方法によっております。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

1．会計処理の原則・手続の変更 

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

② 提出会社の物流費用の処理変更 

 提出会社の生産にかかわる物流費用については、従来、売上原価に含めて計上しておりまし

たが、当第１四半期連結会計期間より販売費及び一般管理費に含める処理に変更いたしました。 

 この変更は、平成20年３月期会計年度より導入しました標準原価制度の基本である単品管理

の精度を高め、費用管理の明確化を図ることを目的としたものです。 

 この変更による、損益に与える影響はありません。 

2．表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、

当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示して

おります。 
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,557,071 3,510,522

受取手形及び売掛金 2,517,336 3,866,198

有価証券 299,760 899,724

商品及び製品 1,463,158 997,805

仕掛品 39,967 45,067

原材料及び貯蔵品 649,943 609,497

その他 2,652,941 1,369,793

貸倒引当金 △4,556 △6,757

流動資産合計 10,175,621 11,291,848

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,605,118 6,642,678

土地 13,748,156 13,748,156

その他（純額） 1,800,450 1,879,449

有形固定資産合計 22,153,724 22,270,283

無形固定資産 566,379 564,150

投資その他の資産

投資有価証券 3,617,800 3,987,004

その他 1,535,997 1,429,090

貸倒引当金 △24,873 △25,992

投資その他の資産合計 5,128,924 5,390,102

固定資産合計 27,849,026 28,224,535

資産合計 38,024,647 39,516,383

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,187,839 1,397,512

短期借入金 4,348,000 4,348,000

未払法人税等 44,272 489,190

賞与引当金 348,266 684,202

その他 2,414,452 1,754,165

流動負債合計 8,342,829 8,673,070

固定負債

長期借入金 141,000 146,000

退職給付引当金 7,427,115 7,409,559

資産除去債務 92,545 －

その他 1,117,088 1,121,883

固定負債合計 8,777,749 8,677,442

負債合計 17,120,578 17,350,511
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,469,402 7,469,402

資本剰余金 7,578,505 7,578,505

利益剰余金 6,235,641 7,272,008

自己株式 △158,148 △157,288

株主資本合計 21,125,400 22,162,627

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △221,331 3,245

評価・換算差額等合計 △221,331 3,245

純資産合計 20,904,069 22,165,872

負債純資産合計 38,024,647 39,516,383
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 7,473,665 7,446,817

売上原価 4,326,682 4,327,113

売上総利益 3,146,983 3,119,704

販売費及び一般管理費 3,855,398 3,750,636

営業損失（△） △708,415 △630,932

営業外収益

受取利息 1,980 3,552

受取配当金 3,365 5,502

その他 13,240 19,916

営業外収益合計 18,585 28,970

営業外費用

支払利息 13,385 11,380

その他 2,602 4,296

営業外費用合計 15,987 15,676

経常損失（△） △705,817 △617,637

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,122

特別利益合計 － 1,122

特別損失

固定資産売却損 341 －

固定資産除却損 255 547

減損損失 31,938 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 43,185

前期損益修正損 241 －

特別損失合計 32,774 43,732

税金等調整前四半期純損失（△） △738,592 △660,248

法人税、住民税及び事業税 16,502 12,070

法人税等調整額 △223,245 △229,706

法人税等合計 △206,744 △217,636

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △442,612

四半期純損失（△） △531,848 △442,612
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △738,592 △660,248

減価償却費 292,230 274,867

固定資産除却損 255 547

減損損失 31,938 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 43,185

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,895 △3,321

賞与引当金の増減額（△は減少） △328,149 △335,936

退職給付引当金の増減額（△は減少） 60,951 17,556

受取利息及び受取配当金 △5,345 △9,054

支払利息 13,385 11,380

有形固定資産売却損益（△は益） 341 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,044,274 1,348,862

たな卸資産の増減額（△は増加） △601,107 △500,700

仕入債務の増減額（△は減少） △188,031 △209,673

未払消費税等の増減額（△は減少） 58,600 △83,185

その他 △55,144 △66,598

小計 △394,500 △172,319

利息及び配当金の受取額 40,309 45,097

利息の支払額 △10,535 △10,271

法人税等の支払額 △438,338 △473,488

営業活動によるキャッシュ・フロー △803,064 △610,981

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500 －

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有価証券の取得による支出 △434,404 △302,063

有価証券の売却による収入 311,654 900,000

有形固定資産の取得による支出 △27,794 △31,841

有形固定資産の売却による収入 46 －

無形固定資産の取得による支出 △329 △40,429

投融資による支出 △801,041 △1,943,652

投融資の回収による収入 1,129,064 1,638,378

投資活動によるキャッシュ・フロー 275,695 220,394

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △5,000 △5,000

リース債務の返済による支出 △3,525 △6,453

自己株式の純増減額（△は増加） △5,073 △860

配当金の支払額 △549,592 △550,551

財務活動によるキャッシュ・フロー △563,190 △562,864

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,090,559 △953,451

現金及び現金同等物の期首残高 3,285,278 3,510,222

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,194,719 2,556,771
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年4月1日 至 平成22年6月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

(単位：千円) 

 
  (注)  事業区分の方法および各区分に属する主要な製品の名称 

当社グループは、親会社(提出会社)を中心に連結子会社を含め、菓子、食品、食材の製造・販売および飲食店

の営業と不動産の賃貸を行っており、そのほか連結子会社で不動産賃貸(管理運営)とスポーツクラブの営業及

び保険代理業を行っております。これらの事業内容の特性を鑑み、菓子事業、食品事業、飲食事業、不動産賃

貸事業、その他の事業に区分しております。 

  また、これらの事業区分に属する主要な製品及び事業内容は次のとおりであります。 

 
  

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

海外に対する売上はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

菓子事業 食品事業 飲食事業
不動産
賃貸事業

その他
の事業

計
消去又は 
全社

連結

売上高

(1)外部顧客に対する
売上高

4,009,538 1,744,160 1,358,330 219,867 141,770 7,473,665 － 7,473,665

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ 31,219 － 44,674 － 75,892 (75,892) －

計 4,009,538 1,775,379 1,358,330 264,540 141,770 7,549,557 (75,892) 7,473,665

営業利益又は 
営業損失(△)

△299,136 66,098 △94,121 190,770 323 △136,066 (572,349) △708,415

事業区分 主要な製品・事業内容

菓子事業
中華まんじゅう、和焼菓子、米菓、パックデザート(水羊かん、プリン、ゼリー)、

パン類、その他和菓子、その他洋菓子

食品事業 業務用食材(カリー・パスタソース)、市販食品(レトルトカリー)

飲食事業
フランス料理店、中国料理店、南欧風料理店、インドカリー料理店、インストアベ

ーカリー

不動産賃貸事業 オフィスビル賃貸

その他の事業 スポーツクラブの営業、保険代理業

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17
号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締
役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので
あります。 
当社グループは、親会社(提出会社)を中心に連結子会社を含め、菓子、食品、食材の製造・販売及び不

動産の賃貸(管理運営)を行っており、そのほか当社で飲食店の営業と連結子会社でスポーツクラブの営業
及び保険代理業を行っております。 
従って、これらの事業内容の特性を鑑み、「菓子事業」「食品事業」「飲食事業」「不動産賃貸事業」

「その他の事業」の５つを報告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年4月1日  至  平成22年6月30日) 

(単位：千円)  

 
(注) 報告セグメントの「その他の事業」は、連結子会社が営むスポーツクラブの営業及び保険代理業であります。 

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：千円) 

 
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年4月1日 至 平成22年6月30日) 

 該当事項はありません。 

【セグメント情報】

報告セグメント

その他 合計
菓子事業 食品事業 飲食事業

不動産
賃貸事業

その他の
事業(注)

計

売上高

外部顧客への売上高 4,105,055 1,739,237 1,239,225 198,236 165,064 7,446,817 － 7,446,817

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

－ 55,873 － 44,149 － 100,022 － 100,022

計 4,105,055 1,795,110 1,239,225 242,385 165,064 7,546,838 － 7,546,838

セグメント利益 
又は損失(△)

△273,217 103,319 △71,210 161,154 △23,958 △103,912 － △103,912

利  益 金  額

報告セグメント計 △103,912

全社費用(注) △527,019

四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△) △630,932

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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